
 

  

 

 

 

 

 世羅高等学校の生徒が世羅町活性化の取組を報告します。 
 

 

 

 

 

 

 

１ 教育長訪問について 

 

（１）日 時 令和４年 11月 24日（木）16:30～17:00 
 
（２）場 所 県庁東館４階 教育長室 
 
（３）訪問者 
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生活福祉科生徒 杉原
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 慶一
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引率者 校長 大島
おおしま

 裕
ゆたか

 教諭 横山
よこやま

 龍巳
た つ み

   

 

２ 内 容 
 
（１）農業経営科の取組について 

ヒョウモンモドキは，環境省のレッドデータブックにおいて「絶滅危
惧種ⅠA 類」に指定され，日本全国の中で世羅郡世羅町と三原市の久井
町と大和町の一部に残るだけとなっており，絶滅のおそれが最も高いチ
ョウの１つです。 
かつては，全国各地に生息していたこのチョウを，世羅高校は環境庁 

や広島県農業技術センターと連携し，保全活動を行ってきました。この  
取組を，日本学校農業クラブ全国大会プロジェクト発表会の場で，中国 
ブロック代表として発表しました。今後も，ヒョウモンモドキの好むア  
ザﾞミに関する研究や有機農業の研究などを進め，地域と連携し，より 

良い世羅町づくりに取り組みます。 
 
（２）生活福祉科の取組について 
   世羅町のデジタルデバイド解消のため，世羅町の主催する「かんた   

ん！スマホ相談会」をソフトバンク株式会社と連携して開催しました。 
相談会では，65歳以上の方を対象に，世羅高スマホサポーター（生活 

福祉科３年生）がマンツーマンでスマートフォンの基本的な使い方につ 
いて説明やアドバイスを行いました。 

 世羅高等学校では，世羅町の活性化をテーマに次の取組を進めています。 
【取組１】農業経営科の生徒と研究機関との連携による絶滅危惧種指定のチョウ（ヒ 

ョウモンモドキ）の保護活動 
【取組２】生活福祉科の生徒と自治体，民間企業との共同企画による，世羅町のデジ 

タルデバイド解消のための「かんたん！スマホ相談会」の開催 
これらの活動を報告するため，７名の生徒が教育長を表敬訪問します。 
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11月 24日（木）教育長を訪問 


